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　　　　「この」活動の「ここ」がおもしろい！

　　　　やりがいがある！と思う事は？

フリーメッセージ　
（例）将来の目標、参加の呼びかけ

インタビューの様子 子どもたちとのボーリング大会の様子

ユッキー

活動内容 子どもにとって一番良い環境を～愛を育む里親

活動内容と始めたきっかけは？

ずばり！
あなたが考える「幸せ」とは？

　自身の子育てをしながら里子も育てている西岡さん。自分の子どもと里子と混ざって暮らすとい
う姿には多様な人々が暮らす“まちづくり”の姿にも似ているのかなと思いました。また、困りごと
ができた時に選択肢が多いことは、子育てに限らず様々な面で幸せに繋がるヒントだと感じまし
た。

15年程前から、子ども（里子）を預かる養育里
親をしています。里子に来るお子さんの理由
は様々です。預かる期間も、数日から大人に
なるまでの長期間まで、これも様々です。ま
た、養子縁組をして戸籍上も親子になる縁組
里親さんとは、共に協力・支え合う関係です。
自身の子どもも4人いて、仕事は別にあるもの
の、里親をされている方の姿を見て自分も
やってみようと思って始めて以来、今まで途切
れることなく里子を迎え入れています。

里親制度は、あくまで子どもが主役であり、子ども
が幸せになるためのものです。一定期間を“家族”
として暮らします。子どもにとって、一番良い環境づ
くりは何かを、いつも考えています。
持って生まれた個性は、そう簡単に変わるもので
はありませんが、人間関係も含めて，環境の力で
修正したり、長所を伸ばしたりすることはできます。
それが面白みであり、やりがいです
里子を預かるのに、色々な不安はつきまとうけれ
ど、子どもとの出会いにわくわくします。

我が家に里子として迎えた子が、幸せになっ
てくれることが一番です。結婚式に呼ばれたり
した里親もあり、本当に嬉しく思います。
また、自身の子どもは、里子との出会い、別
れをともに経験し、たくさんの学びを得られた
ことは、とても貴重であったと感じています。
楽しいことばかりではないけれど、人との出会
いが自分を刺激してくれ、また、支えてくれる
ことが自分にとっての幸せです。

「子どもにとって居心地のいいまち」にしたい
です。
子どもにとって居心地のいいまちは、大人に
とってもいいまちであると思います。
子育てはとても大変で、たくさんの困りごとが
出てきます。そのときに助け合い、支え合える
チャンスや仕組みが多いと、安心して子育て
ができます。
里親になってくれる人はもちろん、いわゆる子
育て応援隊になってくれる人を探しています。
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